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この発表では、マングローブの⾯積と分布、マングローブ管理に関する国の政策、沿岸地域の
⾃然リスクと災害に関するベトナムの状況を概観します。提⽰されたマングローブに基づく介
⼊は、主に次の 3 つの解決策のグループに従ってアプローチされています：i) マングローブの
持続可能な管理、保護、およびガバナンスの強化、ii) 沿岸のマングローブの保護機能の回復の
強化、iii) マングローブの近くに住んでいる、またはマングローブに依存している沿岸の⼈々の
⽣計および⾃然災害防⽌の⽀援。そのため、マングローブをベースにした沿岸保護のための具
体的なモデルや取り組みが共有されます。例えば、コミュニティベースの持続可能なマングロ
ーブ管理モデルや共同管理モデル、波浪を軽減し、⼲潟の堆積を促進し、⾃然再⽣を⽀援する
ための沿岸保護構造、深刻な侵⾷地域における沿岸マングローブの回復などが挙げられます。
気候変動への適応・緩和を⽬的としたマングローブの再⽣・復元プログラム、マングローブに
依存する沿岸部の⼈々の⽣活⽀援や⾃然災害防⽌に関するプロジェクト（GCF、UN-REDD、
CARE などのプロジェクト）。さらに優れた成果に加えて、モデルから得られた教訓や実践的
な経験を把握することで、他国との議論を活性化します。 
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